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公益社団法人日本精神科病院協会 
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精神科および心療内科領域におけるオンライン診療について 

精神科・心療内科領域のオンライン診療については、以前より日本精神病院協会として

様々な懸念がある旨を伝えてきた。実際に精神科・心療内科領域のオンライン診療が始ま

り、具体的な問題点が多々露呈しており、医療行為の大前提である『患者の安全を確保』

するためには、現行の規制等が十分なものではないことを指摘したい。 

具体的な問題点を列挙すると、 

・基礎疾患除外のための十分な検査等が行われていない事例 

・精神科薬(睡眠薬を含む向精神薬)の長期処方が安易に行われている問題 

・服薬歴の確認を怠っている事例 

・安易な診断書発行している問題 

・患者の救急時や急変時への対応 

・患者（医師でない）が薬剤や期間別の料金設定を選択する事例 

・メールやチャットのみで処方や診断書発行という事例 

・来院不要でオンラインで完結などといった広告表示を含めた問題 

・オンライン以外、診療所の所在が不明(住所地に所在がなく、電話も不通) 

等が確認されている（別紙の表を参照）。 

これらは、医療法、医師法、医療法施行規則、オンライン診療基準及び医療広告規制等

が関係する。したがって、精神科・心療内科領域のオンライン診療については、これらの

問題点が、『患者の安全を確保』するための現行の法令・基準を適切に遵守しているかを確

認する必要があり、グレーゾーンであったとしても放置することなく『患者の安全を確保』

するために何らかの修正や指導を行うべきである。 

また、自由診療をうたっているオンライン診療においても、オンライン診療基準は医療

法および医師法の適用対象である。すなわち、自由診療専門のオンライン診療所であって

も、医療法第 14 条の 3 以下の基準を遵守すべきであり違反が疑われる場合にあっては行政

指導又は処分の対象として、厳格な監査・指導等が必要である。 

以上より、精神科・心療内科領域のオンライン診療については、保険診療であるか自由

診療であるかを問わず『患者の安全を確保』するためには、現行規制が実効的に機能して

いるかを確認するための監査を行い、不適切なオンライン診療については、これ以上の被

害者を出さないよう、直ちに行政指導を含めた対応を講じ、厳しく規制・指導することを

要望する。 

併せて、不適切なオンライン診療に関する 相談・情報提供を一元的に受け付ける窓口を

厚生労働省の責任のもとに設置することを要望する。 



根
拠

条
文

を
含

む
法

令
対

照
表
 

事
例

問
題

点
根
拠
条
文

等
行
政
措
置

及
び

法
的

評
価

厚
生

労
働

省
へ

の
要

望

基
礎
疾
患
を
十
分
把

握
せ

ず
精
神
科
薬
を
処
方
 

安
全
管
理
が
必
要
な
医
薬

品
の
処
方
制
限
の
問
題
 

医
療
法
施
行
規
則
第

9
条
の

6
の

1
3
第

3
項
第

2
号
 

基
礎
疾
患
等
を
把
握
で
き
て
い
な
い
患
者
に

対
す
る
、
特
に
安
全
上
の
管
理
が
必
要
な
医

薬
品
の
処
方
は
禁
止
（
精
神
神
経
用
剤
等
）
 

精
神
科
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
で
「
基
礎
疾
患

等
の
情
報
を
把
握
」
が
十
分
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
の
確
認
 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
精

神
科

薬
の
長
期
処
方
 

患
者
情
報
を
把
握
で
き
て

い
な
い
場
合
の
長
期
処
方
 

医
療
法
施
行
規
則
第

9
条
の

6
の

1
3
第

3
項
第

3
号
 

基
礎
疾
患
等
を
把
握
で
き
な
い
患
者
は

8
日

以
上
の
処
方
は
で
き
な
い
 

長
期
処
方
を
行
う
場
合
、
適
切
に
患
者
情

報
を
有
し
て
い
る
か
の
確
認
 

服
薬
歴
を
十
分
確
認
せ
ず

処
方
 

併
用
薬
、
重
複
処
方
等
の

安
全
管
理
に
問

題
 

医
療
法
施
行
規
則
第

9
条
の

6
の

1
3
第

1
項
 

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
時
に
は
、
患
者
が
服
用
し

て
い
る
医
薬
品
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
 

マ
イ
ナ
保
険
証
等
を
確
認
せ
ず
、
自
己
申

告
で
処
方
し
て
い
な
い
か
の
確
認
 

初
診
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の

み
で
診
断
書
を
発
行
 

診
断
に
足
る
診
察
及
び
医

学
的
判
断
が
行
わ
れ
て
い

る
か
 

医
師
法
第

2
0
条
等
 

精
神
科
に
お
け
る
診
断
書
の
正
確
性
が
問
わ

れ
る
昨
今
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
基
づ
く

安
易
な
診
断
書
発
行
は
問
題
 

精
神
疾
患
に
関
す
る
診
断
書
を
初
診
オ
ン

ラ
イ
ン
の
み
で
の
安
易
な
発
行
は
規
制
す

る
べ
き
 

患
者
の
救
急
時
の
対
応
 

急
変
時
の
医
療
提
供
体
制

が
不
明
確
 

医
療
法
第

1
4
条
の

3
第

2
項
第

4

号
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
基
準
 

他
の
医
療
機
関
と
の
連
携
や
急
変
時
に
適
切

な
治
療
を
提
供
で
き
る
体
制
が
必
要
 

他
の
医
療
機
関
と
の
連
携
等
が
、
形
式
だ

け
に
な
っ
て
い
な
い
か
の
確
認
 

患
者
が
薬
剤
名
・
期
間
を

選
択
す
る

処
方
に
関
す
る
医
師
の
処

方
権
や
医

学
的

判
断

が
形

式
化

医
療
法
第

1
4
条
の

3 

医
療
法
施
行
規
則
第

9
条
の

6
の

1
3 

医
師
法
第

2
0
条
等

患
者
が
薬
剤
・
期
間
を
選
択
し
、
医
師
が
そ

の
ま
ま
処
方
す
る
実
態
で
あ
れ
ば
、
医
学
的

判
断
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る

医
薬
品
を

1
か
月
、
3
か
月
、
6
か
月
、

1
2
か
月
等
の
プ
ラ
ン
と
し
て
提
示
し
て
い

る
方
式
は
指
導
す
べ
き

メ
ー
ル
・
チ
ャ
ッ
ト
の
み

で
薬
を
処
方
 

オ
ン
ラ
イ
ン
の
「
診
療
」

で
な
い
、

無
診

察
治

療
に

当
た
る
 

医
師
法
第

2
0
条
 

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
基
準
及
び
厚
生

労
働
省
通
知
 

メ
ー
ル
や
チ
ャ
ッ
ト
の
み
で
適
切
な
診
察
を

せ
ず
処
方
等
を
行
え
ば
、
無
診
察
治
療
禁
止

に
抵
触
す
る
 

実
際
の
診
療
時
間
及
び
方
法
が
ど
の
程
度

で
あ
る
か
の
確
認
 

W
e
b
サ
イ
ト
で
「
来

院
不

要
」
「
オ
ン
ラ
イ
ン
完

結
」
等
を
強
調
 

患
者
に
「
病
状
に
か
か
わ

ら
ず
対
面
診
療
は
不
要
」

と
誤
認
さ
せ
る
可
能
性
が

あ
る
 

医
療
法
第

6
条
の

5 

医
療
広
告
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 

W
e
b
サ
イ
ト
も
医
療
広
告

規
制
の
対
象
で
あ

り
、
禁
止
広
告
、
広
告
可
能
事
項
及
び
限
定

解
除
要
件
等
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
 

広
告
に
問
題
に
加
え
て
、
診
療
自
体
に
も

問
題
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
指
導
が
必
要
 




